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二

十

八
日

、

晴
、

南
風

、

桑
野
久
任

、

田

中
爾
氏
着

、

赤
菘
氏
去

る
、

　

上

曳
例
の

如・
し
〇

二

十

九
日

、

曇
、

上

曳
例
の

如・
し
、

桑
野

高

橋
兩

氏
去
る

、

交
學
士

　

五
島
陸
三

郎

氏
來
塲

。

三

十
日

、

雨
、

北
風

。

三

十
一

日
、

曇
、

北
風

、

田

子
氏

去
る
。

九

月
一

日
、

南

風
強・
し

、

曇
、

後

晴
、

田

中
田
畑

兩
氏
去
る
。

二

日
、

惠
利

、

五

島

爾
氏

去
る

杉

浦
親
之

助
氏
來

蕩
。

一
二

日
、

一
記

す
べ

藁」
こ

ご

な・
し
〇

四
日
、

13
フ

ラ

イ

ン

樽
士

來

訪
、

郡
塲
寛
氏
家

塲
。

五
日

、

晴
、

ド

フ

ラ

イ

ン

、

杉

浦
諸
氏
去
る
。

亠

ハ

日
、

雨
。

七
良
、

晴
、

微
風

、

飯

島
敢

授
磯
探
集
を
な

す
、

粟

野
氏
再

來
し

　

て

直
ち
に

去
る
。

入
日

、

小

野
氏

去
る
。

九
日
、

晴
、

飯
島
敷

授
去

る
。
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科
大
學
動
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學
敷
室
に
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け
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生
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研

究

事
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を

聞
く
に

石
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牧
藏
君
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哺

乳
動

物
に

就
て
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三

八

の

發
生
に

就
て

、

妹
尾
秀
實
君
は

ヂ
ス

ト

マ

に

就
て
、

藤
田
輔
世
］

君．

は

繊
毛

蟲
に

就
て

、

孰
れ
も

大
に

勉
學
せ

ら
れ

居
る

故
に

そ
の

結゚

果
は

早
晩

發
表

せ

ら
る

べ

く

本
誌
亦
請
ひ
て

登
載
す
る

事
あ
る

べ

し
o●

爬
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類
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類
に

就
て
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第
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田

　
中

茂

穗

譯

分

類
の

源
理

　
爬
蟲
類
の

分

類
法
の

發

逹
歴

史
は

、

他
の

脊
椎
動

物
の

分
類
法

と

同

じ
く

段
々

善
く

眞
理
に

近
づ

き

進
む

を
見
る
、

概
括
己
て

之
れ

を
云

は
r
、

皮
層

的
よ
り

根

原
的
諸
性

質
に
、

應−

化

的
諸

性
質
よ
り

系
統

的
性

質
上

翼
の

類
似
點
に

着
目

す
る

に

至

れ
り
、

　一

坦
紀

孚
の

間
は

全

く
皮
層
上
の

類
似
及
相
似
の

遥
應
を

基
ご
・
し

て

分

類
を
試
み
た

る

を
以
て

、

盆
々

眞
の

分
類

を
放
れ

ん

ε

せ

り
、

蓋
此
の

分

類
法
は

、

一

道
の

理

論
上
に

立
ち

た
る

者
に
・
し

て
、

林
那
氏
の

分

類
法
の

如
き
は

、

全
く

動
物

特
生

説
の

上
に

立

て

る

者
な
り
、

現

今
の

介

類
法
は

之
に

反
し
、

ζ
託

鐔
。
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